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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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「三徳の家庭菜園」  ㊻

●収穫期に達した児菜。
　※主茎を包む葉が開き、頂芽部分が８
　　〜 10㎝程度になったら、側芽の肥
　　大状況も診て収穫を判断する。

●収穫期に達した児菜株で外葉を除去し
　た姿。
　※この様に主茎頂芽の下に、肥大した
　　側芽が数個付いている。

【児菜】　～肥大した側芽が美味しいカラシナ；『蕾菜』の仲間～
　児菜は中国南西部原産で、カラシナ類の中でも主茎の頂芽と側芽の肥大
した部分を主に食用とする茎・芽カラシ菜の一種です。この児菜の仲間で
肥大側芽を『蕾菜』と名付けて売られている品種もあります。
　児菜は、我が国に紹介されて未だ 10 年程度の新野菜ですが、アクが殆
ど無く、独特の辛味と食感があって、天ぷら、漬け物、炒め物、またスー
プに入れても美味しく食べることが出来ます。
　生育適温は 10 〜 20℃の秋冬野菜で、冬が温暖な平坦地域を好み、葉が
やや薄いこともあって霜害には弱くて、寒さの厳しい地域での栽培には適
しません。
　９月中旬〜 10 月上旬に 128 穴程度のセルトレイに播種を行い、約 30
日ほどして定植すると翌年の１月上旬〜３月末に収穫期に達します。
　収穫時には一株が３〜５㎏程の大株になるので、幅 160㎝程の畝に千鳥
の二条で、株間は 50㎝程と広めにとって植える必要があります。また、栽
培期間が長いので、基肥は窒素成分で 20㎏／ 10 ａ程度ながらも緩効性肥
料を６割ほど使うか、定植 30 〜 45 日後に追肥を施して大株に育てるのが
栽培成功のポイントです。
　収穫時期は、株の上から見て主茎を包む葉が主茎頂芽の肥大とともに少
しずつ開くが、その開いた部分の直径が８〜 10㎝になり、主茎の頂芽肥大
部が見えてきたら、側芽の肥大状況も診て収穫します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県農業大学校　嘱託　林　三徳
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矢部川源流・杣の里の四季  �
ゲンゲ（紫雲英）[マメ科]

一般にはレンゲあるいはレンゲソウ（蓮華草）と呼ばれているが、
標準和名はゲンゲ（紫雲英）という。10 個ほどの紅紫色の花が車
輪状に並んでいる姿がハス（蓮華）に似ていることに由来する。　
花期は 4 〜 6 月。
　春の季語、ゆでた若芽は食用になり、蜜は格別にうまい。利尿や
解熱などの民間薬として利用され、水田の肥料として大活躍した。

黒木町　松尾　重根
2019 年３月末まで有効

 びーふ亭

ランチタイムは除きます

この券持参のお客様
本日のお食事代

10%off

びーふ亭
　国道３号線八女市吉田信号の東北角にある瀟酒な２階
建。室内・調度もシックな色調で統一され、さすが 36 年
の歴史を持つ風格である。
　ジュージュー焼き立てのハンバーグやサイコロステーキ
セットは孫から爺ちゃんまで人気がある。ステーキもその
日のお財布事情でリーズナブルから豪華版まで揃う。サイ
ドメニューのピザやグラタンもおすすめ、いつ何を食べて
も決して裏切らないおいしいさを保っている。カップル、
女子会、ファミリーの記念日等に利用でき、広い客層に根
強い人気を誇っている。

びーふ亭
八女市吉田 1576 － 1
☎ 22 － 2982


